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データベースを活用する

8

OpenOffice.orgは、データベースと連携するこ
とでさらに活用範囲が広がります。特に
OpenOffice.org 2.0では、Baseというデータ
ベースアプリケーションも新たに加わり、よりデー
タベースの活用が簡単になりました。本章では、
OpenOffice.orgでのデータベース活用法を、新
アプリケーションBaseの操作を中心に紹介しま
す。

Base



テーブルから高度なデータ抽出が可能

条件を指定したデータの抽出をクエリーと呼ぶデータベースの機能で操作します。複

数のテーブルを関連付けることで、より高度なデータの抽出や加工が可能になります。

クエリーの作成はGUIで操作できるので簡単です。

データベースによってはOpenOffice.org上でデータ入力・更新が可能
フォームを作成することで、OpenOffice.orgがデータベースのフロントエンドになり

ます。SQLというデータベース専門用語を使わなくても、フォームからデータの入力や

更新が可能になります。
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OpenOffice.org Baseは2.0から登場した新アプリケーションです。Baseを使えば、

Microsoft Accessのように簡易的なデータベースとしても利用でき、OpenOffice.orgか

らMySQL、PostgreSQLなどの本格的なRDBMSを利用できるような設定も可能です。

まずは、OpenOffice.orgで利用できるデータベースの概観を紹介しましょう。

データベースとは

そもそもデータベースがあると、どんなメリットがあるのでしょうか。そこから紹介

しましょう。Calcを使った表形式のドキュメントでも、ある程度データベース的な使い

方が可能です。しかし、レコード数やレコード内の項目が膨大な数になると管理が難し

くなってきます。Calcには列数256列、行数65,536行（OpenOffice.org 1.1までは

32,000行）という制限があり、この範囲を超えたデータベースは作成できません。専用

データベースでは、OSやハードディスクなど記憶媒体の制限値から最大レコード数が

決まるため、より大規模なデータベースを作成できることになります。

また、Calcで住所録などを作成しても、差し込み印刷を利用するためには、データ

ベースとして登録しないといけません。これなら最初から専用データベースを作成した

方が早いでしょう。データベースを用意すると、以下のことが実現できます。

大量のデータを扱えるテーブルが作成可能

表形式のデータベースを作成し、そこにデータを蓄積していきます。これをテーブル

と呼びます。テーブルはデータベース設計に応じて複数用意することも可能です。
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JDBC、ODBCなどのドライバをインストールする必要があるもの
・Microsoft Access

・MySQL

・PostgreSQL

・Firebird

・Oracle

JDBCは、Javaで記述されたデータベース接続用ドライバです。JavaのランタイムJRE

が必要になります。また、ODBCはデータベース接続用のソフトウェアドライバです。

このようにさまざまな形式に対応しているため、OpenOffice.orgでは、まずデータ

ベースで困ることはないでしょう。簡単な住所録なら、OS付属のアドレス帳や多くの

メールソフト付属のアドレス帳をそのままデータベースとして利用できます。また、

1980年代に定番データベースであったdBaseもすぐに使用可能です。そして何よりうれ

しいのが、会社や学校ですでにスタンダードなデータベースになりつつある多くの

RDBMS（リレーショナルデータベースマネジメントシステム）にも対応していること

です。

特にOpenOffice.org 2.0では、新アプリケーションBaseの登場とともに、簡易

RDBMSであるHSQLDBを標準で使用できるようになっています。HSQLDBは小規模

オフィス向けのRDBMSなので、これでOpenOffice.org 1.1では足りなかったMicrosoft

OfficeのAccessにあたるアプリケーションがそろったことになります。

▼Baseに登録されたHSQLDBとテーブル入力画面
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データを利用したレポートや帳票の差し込み印刷が可能

データをそのまま利用したり、クエリーで抽出したデータを差し込み印刷に利用でき

ます。デザインの変更も可能なので、レポートや帳票などさまざまな出力形式を用意し

て印刷できます。

OpenOffice.orgで利用できる主なデータベース形式

OpenOffice.orgでは、どのようなデータベースを扱うことができるのでしょうか。以

下に利用できるデータベース形式を挙げます。

標準で使用できるもの

・HSQLDB（Java製のデータベースで標準でインストールされる）

・dBase

・Adabas D（StarSuiteに付属）

・アドレス帳（Outlook Express/Microsoft Outlook/Mozilla Mail/LDAPアドレス帳）

・表計算ドキュメント（OpenOffice.org Calc/Microsoft Excel）

・テキスト（CSVなど書式の定まったテキストファイル）

・Microsoft Access
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OpenOffice.org 2.0からは標準で簡易RDBMSのHSQLDBが利用できるようになりま

した。ここでは、このデータベースを使いBaseの機能を紹介することにします。Base

の第一歩がデータベースの登録です。

データベースウィザードでデータベースを登録する

HSQLDBデータベースを利用する前に1点だけ注意点があります。HSQLDBはJava

で作成されたデータベースなので、JDKもしくはJavaランタイムのJREが必要です。イ

ンストール方法は368ページを参照してください。

HSQLDBは、データベースウィザードで最も簡単に登録できるデータベースです。で

はHSQLDBデータベースを登録してみましょう。

q OpenOffice.org（どのアプリケーションでもOK）のメニューから［ファイル（F）］→［新

規作成（N）］→［データベース（B）］を選択する

w「データベースウィザード」ダイアログボックスの「1.データベースの選択」画面が表示さ

れたら をクリックする

▼データベースをウィザードで登録する

このとき、デフォルトで「新規データベースの作成」が選ばれています。既存のデー

次へ（N）>>
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新アプリケーションBaseの機能

OpenOffice.org 1.1までは、OpenOffice.orgとデータベースの接続、テーブルやクエ

リーの作成を「データソース」機能で実現していましたが、Baseは、それらに加え、フ

ォーム、レポートの作成を加えて1つのアプリケーションとして独立させたものです。

したがって、1.1でも2.0と同様、データベースを活用するには十分な環境を持っていま

したが、Baseですべてを管理する形になったことで、かなり分かりやすい実装になっ

ています。

▼Baseの基本画面

上図がBaseの基本画面です。左側のペインにテーブル、クエリー、フォーム、レポー

トのアイコンが並び、希望の作業を簡単に選べるユーザーインターフェースになってい

ます。次節より、実際にBaseを使ったデータベースの操作方法を紹介します。
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ここでは、「ファイル名（N）」でhsqlという名前を付けて保存しました。このように

OpenOffice.org 2.0では、データベースに関連する情報がすべて1つのファイルに保存

されるようになったのも大きな特徴です。以上で、新たなデータベースファイル「hsql」

が、Baseに表示されます。

▼登録されたデータベースが表示される

登録されたデータベースは、まだテーブルが作成されていません。テーブルがないと

まだデータベースとはいえませんが、OpenOffice.orgのデータベースの終了と起動方法

を知るため、いったんここで終了させます。終了は、［ファイル（F）］→［閉じる（C）］

を選択します。OpenOffice.org自体も終了する場合は、［ファイル（F）］→［終了（X）］

を選択します。

データベースの起動方法

Baseで登録したデータベースは、OpenOffice.orgが起動している場合は、通常の

OpenOffice.orgファイルと同様に次のように起動します。

q OpenOffice.org（どのアプリケーションからでもOK）のメニューから［ファイル（F）］→

［開く（O）］を選択する

w 「開く」ダイアログボックスが表示されたら目的のデータベースファイル（ここではhsql.odb

ファイル）を選ぶ

277

データベースを登録しよう

8

B
a
s
e
: デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る

タベースを選ぶ場合は、「既存のデータベースに接続」を選び、データベースの種類を

選択します。なお、OSメニューから「OpenOffice.org 2.0 Base」を選んでもデータベ

ースウィザードが起動します。

e 「2.保存して実行」画面が表示されたら をクリックする

▼データベース保存後の処理を選ぶ

この画面で、データベースを保存したあとの処理を選ぶことができます。ここでは、

デフォルトのデータベースの登録方法を「はい、登録します」、データベースファイル

保存後の作業については「データベースを開いて編集します」のままとします。

r 「名前を付けて保存」ダイアログボックスが表示されたら、保存場所と名前を決めて

をクリックする

▼データベースに名前を付ける

保存（S）

完了（F）

276

8

B
a
s
e
: デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る

e

r



▼「オプション」にあるデータベース管理画面

この画面で、Writer、Calcなどで参照できるデータソースの新規作成、削除、編集

（データソース名の変更など）を行います。

新規作成は、たとえば別のPCで作成したBaseファイルをデータソースに登録する場

合などに使用します。 ボタンをクリックすると、次のような「データ

ベースリンクを作成」ダイアログボックスが表示されるので、odbファイルを選択し、

好きな登録名で ボタンをクリックすれば、データソースに登録されます。

▼新規にデータベースを登録する

削除は、データベースを選択し、 ボタンをクリックするだけです。なお、

odbファイル自体は削除されないので、ファイルマネージャーなどで削除してください。

編集は、データベースを選択し、 ボタンをクリックすると、上図と同様

の「データベースリンクを編集」ダイアログボックスが表示されるので、odbファイル

の場所と登録名を変更するなどの編集が行えます。

編集（E）

削除（D）

OK

新規作成（N）
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e をクリックする

▼「開く」ダイアログボックスでデータベースファイルを選ぶ

また、OSのファイルマネージャ（WindowsのエクスプローラやKDEのKonquerorな

ど）では、odbファイルのアイコンをマウスでクリック（Windowsではダブルクリック）

しても起動できます。

▼odbファイルのアイコン

Baseで作成したデータベースの管理

OpenOffice.orgのWriter、Calcからデータベースを参照する機能を「データソース」

と呼びます。データソースへの登録は、データベースウィザードで新しいデータベース

を作成した時点で自動的に行われます。では、必要がなくなったデータベースを削除し

たい場合はどうしたらいいのでしょうか。

実は、OpenOffice.org 2.0では、ツールメニューの［オプション（O）］から呼び出す

「オプション」ダイアログボックスで設定します。ダイアログボックスの左ペインで

「OpenOffice.org Base」から「データベース」を選べば、次のように登録されたデータ

ベースの一覧を表示できます。

開く（O）
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e 「テーブルウィザード」ダイアログボックスの「1.フィールドの選択」画面が表示される

r 「社用」を選択する

t 「テーブルを表示する」欄のコンテキストメニューで「顧客」を選択する

y 「使用可能なフィールド」欄で「顧客 ID」を選択します

u をクリックして「選択されたフィールド」へ「顧客 ID」を登録する

i 同じように「ラストネーム姓」「ファーストネーム名」「住所」の順にフィールドを登録し

たら をクリックする

▼テーブルのフィールドをサンプルデータから選択する

この画面で、カテゴリを「社用」か「プライベート」かを選び、あらかじめ用意され

ているテーブルのサンプルデータ、フィールド名を選択します。

o 「2.種類と書式の設定」画面が表示されたら、それぞれのフィールドがどんなタイプフォー

マットに設定されたか確認しておく

!0 をクリックする

▼フィールドの種類と書式の設定をする

次へ（N）>

次へ（N）>

>
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大規模なデータベースも、その第1歩はテーブル作成からです。テーブルは、フィー

ルド名とタイプフォーマットを組み合わせて作成しますが、慣れないとどのようなタイ

プフォーマットにしたら良いのか分からないでしょう。Baseでは、あらかじめ雛型が

用意されているので、ウィザードにまかせることで簡単にテーブル作成ができるように

なっています。

テーブルウィザードでテーブルを作成

前節で作成したhsqlデータベースを起動してください。この初期画面からテーブルを

ウィザードを使って作成します。

テーブルウィザードは、ダイアログボックスのステップごとに設定していくことで

テーブルを作成できます。ここでは、顧客管理データベースを想定した簡単なテーブル

を作成することにします。

q 「データベース」ペインで「テーブル」カテゴリをクリックする

w 「タスク」ペインで「ウィザードを使用してテーブルを作成...」をクリックする

▼テーブルをウィザードで作成する
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▼プライマリキーを設定する

この画面でテーブル作成後の手順も選択できます。デフォルトで「ただちにデータを

挿入」が選択されていますが、テーブルデザインを変更したり、フォームをすぐに作成

する場合は、それぞれの手順を選びます。以上で、新しいテーブルが表示されます。

▼顧客マスターのテーブルが表示される

※開発版やBeta2では、テーブルウィザードで、「2.種類と書式の設定」画面でフィールドの順

番の変更、フィールドの追加と削除ができなかったり、フィールド名に「ラストネーム 姓」

「ファーストネーム 名」を含むテーブルをウィザードで作成できない不具合が報告されていま

す。正式リリースでは修正される予定です。
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この画面で、フィールドの種類と書式を設定します。フィールド情報欄を見ると、デ

フォルトである程度適切に設定されていることがわかります。ここでは、「顧客 ID」と

「住所」はデフォルトのまま、「ラストネーム 姓」と「ファーストネーム 名」は「テキ

スト［VARCHAR］」に変更します。フィールド情報の「長さ」はデフォルトのままで

けっこうです。なお、この画面でフィールドの順番を変えたり、フィールドの削除や追

加も可能です。

!1 「3.プライマリキーを設定」画面が表示されたら「プライマリキーの作成」にチェックが入

っていることを確認し、「既存のフィールドをプライマリキーとして使用」を選ぶ

!2 「フィールド名」欄に「顧客 ID」を選択する

!3 をクリックする

▼プライマリキーを設定する

「プライマリキー」とは、重複しない値を持ったフィールドです。複数のテーブルを

参照する場合など、一意のレコードを選択できるように必ず1つは作成します。

!4 「4.テーブルの作成」画面が表示される

!5 好きな名前を指定してテーブルを保存できるので、ここでは「顧客マスター」とする

!6 をクリックする完了（F）

次へ（N）>
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クエリーを利用すると、テーブルから必要なフィールドやレコードを抽出したり、条

件を指定して並べ替えることが可能です。また、共通のデータフィールドで関連付けた

複数のテーブルから、新たなテーブルを作成することもできます。Baseでは、ウィザー

ドやGUIのクエリーデザインを使うことで、データベース言語のSQLを知らなくても高

度なクエリー設定が行えます。

クエリーウィザードでクエリーを作成

クエリーはテーブルに対して実行するものなので、まずはテーブルを用意します。ウ

ィザードで利用するのは、前節で作成した「顧客マスター」テーブルに以下の表1にあ

る新しいフィールドを加えたものを使います。また、後述の「2 高度なクエリー作成例

テーブルの結合」で利用する新たな「DM」テーブルも表2のフィールドとタイプフォ

ーマットで作成しておきます。

▼表1「顧客マスター」テーブルに追加するフィールド

フィールド名 タイプフォーマット

DM 整数[INTEGER]

※「顧客マスター」テーブルを選び、右クリックして表示されるメニューから［編集（D）］を選択。
表示される「テーブルデザイン」でフィールドを追加します。

▼表2「DM」テーブルに作成するフィールド

フィールド順 フィールド名 タイプフォーマット フィールドの属性

1番目 ID 整数[INTEGER] プライマリキー

2番目 DM テキスト[VARCHAR]

※「タスク」ペインの「デザイン表示でテーブルを作成...」をクリックして表示される「テーブル
デザイン」で作成します。

「顧客マスター」のDMフィールドには、DM発送の予定を「いいえ」が「0」、「はい」

が「1」という数値で格納されているものとします。また、「DM」テーブルは、IDフィ

ールドの数値「0」に対して「いいえ」が、「1」に対して「はい」がDMフィールドに

格納されている2つのレコードだけが存在しているものとします。

クエリーウィザードは、ダイアログボックスのステップごとに設定していくことでク

エリーを作成できます。ここでは、上記の「顧客マスター」テーブルからDM発送する
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テーブルからデータを入力する

データの入力は、Calcを操作したことがあれば簡単でしょう。それぞれのフィールド

のセルに値を入力し、 や 、 キーで次のフィールドへ移動します。

キーを使えば、入力中のレコードを更新して、次のレコードに移動します。

▼テーブルの呼び方

なお、入力データはリアルタイムで保存されますが、フィールドの幅の変更などは保

存されないケースがあります。保存が可能な時は、「標準」ツールバーの ボタン

（ ）を選択できるようになります。 ボタンが表示されたら、用心のためにこま

めに保存した方がいいでしょう。以後、クエリー、フォーム、レポートを作成したあと

もこまめな保存をお勧めします。

保存

保存

↓→EnterTab
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絞り込みなどの操作をクエリーで行う絞り込みなどの操作をクエリーで行う

レコード（行）

フィールド（列）

顧客 IDなどの数値フィールドに、書式を設定することもできます。テーブルのフィールド名部分を選

択し、マウスの右クリックで表示されるメニューで[列の書式(F)]を選び、「フィー

ルドの書式設定」ダイアログボックスを表示します。書式タブでは分類欄で通貨や

日付などの種類、書式欄で区切りや小数点以下の表示、オプション欄で小数点以下

や数字の表示桁を、配置タブでは右揃え、中央揃えなどを設定できます。

テーブルの書式を設定する

O N E  P O I N T



u 「2.並べ替え順序」画面が表示される

i 「並べ替え基準」欄で「顧客マスター.顧客 ID」を選択する

o 他は特に設定せず をクリックする

▼フィールドの並べ替えを設定する

この画面で、テーブルの並べ替えに利用するフィールドの選択と並び順を設定できま

す。ここでは、顧客マスターの顧客 IDをキーに昇順で並べ替えることにします。

!0 「3.検索条件」画面が表示される

!1 「次のすべてを一致させる」をチェックする

!2 「フィールド」欄で「顧客マスター.DM」を選択する

!3 「条件」欄で「次のものに等しい」を選択する

!4 「値」欄に「1」を入力する

!5 をクリックする

▼検索条件を設定する

次へ（N）>

次へ（N）>
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レコードを抽出するクエリーを例題として取り上げます。

q 「データベース」ペインで「クエリー」カテゴリをクリックする

w 「タスク」ペインで「ウィザードを使用してクエリーを作成...」をクリックする

▼クエリーをウィザードで作成する

e 「クエリーウィザード」ダイアログボックスの「1.フィールド選択」画面が表示されたらテ

ーブル、フィールドの順に設定する

r 「テーブル」欄で「顧客マスター」を選択する

t 「利用できるフィールド」欄で顧客マスターのフィールドを確認、 ボタンをクリック

し「クエリー内のフィールド」へ登録する

y をクリックする

▼クエリーで表示するフィールドを選ぶ

次へ（N）>

>>
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この画面で、フィールド名にエイリアス（別名）を設定します。

!9 「8.概要」画面が表示される

@0 「クエリーの名前」欄に「DM発送予定者」と入力する

@1 「クエリーを作成した後、どのように作業を進めますか。」欄で「クエリーを変更」をチェ

ックする

@2 をクリックする

▼クエリー内容の確認、作成後の作業を設定

この画面で、クエリーの設定内容を確認、保存ファイル名の指定、クエリー作成後の

作業を設定します。ところが「概要」欄を見るとレコード抽出のため設定した数値「1」

が「1.0」に変わってしまっているので、ここではクエリー作成後に編集を行うため、ク

エリー作成後の作業に「クエリーの変更」を選びました。

@3 「DM発送予定者」のクエリーデザインが表示されるので、DMフィールドの「条件」欄の

値を「1」に修正する

@4 ボタンをクリックする

@5 ウィンドウの をクリックし、クエリーデザインを終了する×

保存

完了（F）
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この画面で、テーブルのフィールドに検索条件を設定できます。ここでは、顧客マス

ターのDMフィールドに数値の「1」が入力されたものを検索する条件を設定しました。

これで、DM発送するレコードを抽出できることになります。

!6 「4.詳細または概要」画面が表示される

!7 デフォルトのままで をクリックする

▼クエリーのタイプを選択する

この画面で、クエリーのタイプを選びます。ここでは、顧客マスターからDM発送す

るレコードを抽出するクエリーを作成するので、デフォルトの「詳細クエリー（クエリ

ーのすべてのレコードを表示）」のままでかまいません。なお、グループ集計をする場

合は、「サマリークエリー（集計関数の結果のみを表示）」を選び、「集計関数」と「フ

ィールド」欄を設定、さらに「5.グループ化」「6.グループ化の条件」画面での設定が必

要です。

!8 「7.エイリアス」画面が表示されるので をクリックする

▼エイリアスを設定する

次へ（N）>

次へ（N）>
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高度なクエリー作成例 テーブルの結合

「顧客マスター」テーブルのDMフィールドは、前述したようにDM発送の予定を

「いいえ」が「0」、「はい」が「1」という数値で格納されています。これを「DM」テ

ーブルと関連付けるクエリーを作成することで、日本語の「いいえ」と「はい」で表現

できるようになります。

これで、顧客マスターからより分かりやすいテーブル「DM発送リスト」を作成でき

るというわけです。今度はウィザードではなく、クエリーデザインを使った作成方法に

なります。では、その手順を紹介します。

q 「データベース」ペインで「クエリー」カテゴリをクリックする

w 「タスク」ペインで「デザイン表示でクエリーを作成...」をクリックする

▼クエリーをクエリーデザインで作成する

e 「クエリーデザイン」と「テーブルの追加」という2つのダイアログボックスが表示される

r 「テーブルの追加」ダイアログボックスで「顧客マスター」を選択する

t をクリックする

y テーブル「顧客マスター」が「クエリーデザイン」に登録される

u 同様にテーブル「DM」も登録しておく

追加（A）
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▼DMフィールドの条件を修正する

これで、Baseの「クエリー」ペインに「DM発送予定者」というクエリーが登録され

ているはずです。このクエリーをダブルクリックすると、次のように、DMフィールド

の値が「1」だけ、つまりDMを発送する予定者だけのレコードが抽出されたテーブル

が表示されます。

▼DM発送予定者だけが抽出された
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!2 ボタンをクリックする

!3 「名前を付けて保存」ダイアログボックスでクエリー名「DM管理リスト」と入力して保存

する

!4 ウィンドウの をクリックしてクエリーデザインを終了する

▼2つのテーブルのフィールドを登録する

このように「DM」フィールドだけ「DM」テーブルからのフィールドを使用したク

エリーが作成され、Baseの「クエリー」ペインに「DM管理リスト」として登録されま

す。このクエリーをダブルクリックすると、次のように、「DM」フィールドに送付の

予定が日本語の「はい」「いいえ」で表示されるテーブルが表示されます。

▼複数テーブルからクエリーで表示された新テーブル

×

保存
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▼クエリーで使用するメインのテーブルを追加する

i 「顧客マスター」テーブルの「DM」フィールドをマウスで左ボタンでクリックしたまま、

「DM」テーブルの「ID」フィールドの上へマウスを移動し、左ボタンを離す

o 「顧客マスター」テーブルの「DM」フィールドから「DM」テーブルの「ID」フィールド

へ関連付けられたことを示す「リンク線」が引かれる

▼2つのテーブルのフィールドを関連付ける

この2つのテーブルのフィールドを関連付けることを「リレーション」と呼びます。

「クエリーデザイン」の［挿入（I）］メニューの［新しいリレーション（A）］から「結合属

性」ダイアログボックスを呼び出しても設定可能です。

!0 「顧客マスター」テーブルの「顧客 ID」「ラストネーム姓」「ファーストネーム名」「住所」

フィールドを順に、また「DM」テーブルの「DM」フィールドをダブルクリックする

!1 !0で選択したフィールドが「クエリーデザイン」の「フィールド」欄に左から順に登録さ

れる
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t 「使用可能なフィールド」欄で「顧客マスター」のフィールドを確認、 ボタンをクリ

ックし「クエリー内のフィールド」へ登録する

y をクリックする

▼フォームで表示するフィールドを選ぶ

u 「2.サブフォームの設定」画面が表示される

i 特に設定せず をクリックする

▼サブフォームを設定する

この画面では、既存の別のフォームをサブフォームとして挿入する設定を行えます。

ここでは、特に必要がないのでサブフォームの設定はしませんが、「サブフォームの追

加（A）」を選ぶと、さらに「3.サブフォームフィールドの追加」「4.フィールドの結合」

画面での設定が必要です。

次へ（N）>

次へ（N）>

>>
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データベースのデータを参照したり、更新・追加といった作業はテーブルでも行えま

す。しかし、フォームは、一覧表形式やレコード単位の単票形式などのデザインを選べ

るので、目的に応じた入力しやすい環境を整えることが可能になります。Baseのウィ

ザードで作成した雛型をもとに、より使いやすいフォームの作成を目指してみましょう。

フォームウィザードでフォーム作成

フォームウィザードは、ダイアログボックスのステップごとに設定していくことで

フォームを作成できます。ここでは、クエリーでも例に取り上げた顧客マスターテーブ

ルを利用します。フォームは、1つのレコードを1枚のカードのように管理できる単票形

式で作成してみます。Baseのウィザードを利用すれば、この単票形式のフォームは簡単

に作成できますが、「DM」フィールドには、「はい」「いいえ」の候補から選択できる

「リストボックス」を設置することで、さらに分かりやすいフォームにしましょう。

q 「データベース」ペインで「フォーム」カテゴリをクリックする

w 「タスク」ペインで「ウィザードを使用してフォームを作成...」をクリックする

▼フォームをウィザードで作成する

e 「無題1」というフォームドキュメントと「フォームウィザード」ダイアログボックスが表

示される

r 「フォームウィザード」ダイアログボックスの「1.フィールドの選択」画面が表示されたら

「テーブルまたはクエリー」欄で「テーブル：顧客マスター」を選択する
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照のみのフォームなど、データエントリを変更する必要があればこの画面で設定します。

!3 「7.スタイルの適用」画面ではデフォルトのまま をクリックする

▼デザインスタイルを選択する

この画面で、デザインスタイルを選択できます。デフォルトではベージュの背景にラ

ベルの文字は黒になります。ここではデフォルトにしましたが、好きなデザインを選べ

ます。また、フィールド枠の形状も「枠なし」「3Dルック」「平たい」から選べます。

!4 「8.名前の設定」画面が表示される

!5 「フォーム名（T）」欄に「DM発送管理フォーム」と入力する

!6 「フォームの作成後の処理を指定してください。」では「フォームの変更」を選択する

!7 をクリックする

▼フォームの名前と作成後の作業を設定

完了（F）

次へ（N）>

297

テーブルから入力フォームを作成する

8

B
a
s
e
: デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る

o 「5.コントロールの整列」画面が表示される

!0 「メインフォームの整列」欄で「欄で、ラベル書きは上に」を選択する

!1 をクリックする

▼フォームのデザインを選択する

この画面で、フォームのデザインを選択します。デフォルトの「データ表として」は

一覧表形式のデザインです。それ以外はすべて単票形式なので、どれを選んでもかまい

ませんが、ここでは「欄で、ラベル書きは上に」を選択しました。

!2 「6.データエントリの設定」画面が表示されたら、デフォルトのまま をクリ

ックする

▼データのエントリ方法を設定する

この画面で、データのエントリ方法を設定します。今回は、データの入力フォームを

作成するので、デフォルトの設定でかまいません。もし、新規入力の専用フォーム、参

次へ（N）>

次へ（N）>
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▼ラベル名を編集する

「フォームナビゲータ」と「属性ラベルフィールド」の連携でラベル名を変更していき

ます。「ラストネーム 姓」だけでなく、「ファーストネーム 名」と「DM」を「名前」

「DM発送の予定」に変更します。フォームドキュメント上でもラベル名が変更されたこ

とを確認してください。なお、「フォームナビゲータ」が見えなくなる場合があります。

そのときはフォームドキュメントのタイトル部分をクリックすると再度表示されます。

@4 「フォームナビゲータ」ダイアログボックスで「fmtDM」を選び、右クリックで表示され

るメニューから［削除（D）］を選択する

@5 「フォームコントロール」の ボタンをクリックする

@6 マウスカーソルがリストボックス設定モードに変化するので、リストボックスを設置した

い範囲をマウスでドラッグする

▼リストボックスを設置する

リストボックス
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この画面で、フォームの保存名を指定し、フォーム作成後の作業を決めます。ウィ

ザードによるラベル名を日本語に変更し、「DM」フィールドの「リストボックス」の

設定も行うため、作成後もフォームの編集作業を続ける設定を選びました。

!8 「DM発送管理フォーム」というフォームドキュメントが表示される

!9 メニューから［表示（V）］→［ツールバー（T）］で「フォームコントロール」と「フォー

ムデザイン」という2つのツールバーを表示する

@0 「フォームデザイン」の ボタンをクリックし、「フォームナビゲー

タ」ダイアログボックスを表示する

▼フォームドキュメントの変更に便利なツールバー

フォームを編集する場合、「フォームコントロール」「フォームデザイン」ツールバー

を表示しておくと便利です。ラベル名の変更は「フォームナビゲータ」ダイアログボッ

クスから行います。

@1 「フォームナビゲータ」ダイアログボックスで「lblラストネーム姓」を選び、右クリック

で表示されるメニューから［プロパティ（I）］を選択する

@2 「属性ラベルフィールド」ダイアログボックスが表示されたら「タイトル」欄を「名字」に

変更する

@3 「属性ラベルフィールド」ダイアログボックスをウィンドウ右上の をクリックして終了

する

×

フォームナビゲータ
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この画面で、表示するフィールドを選択します。ここでは、「DM」を選びます。

#2 「フィールドのリンク」画面が表示される

#3 「数値テーブルからのフィールド」欄に「DM」を、「リストテーブルからのフィールド」

欄に「ID」を選択する

#4 をクリックする

▼リンクするフィールドを選択する

#5 フォームドキュメントにリストボックスが表示される

#6 「フォームコントロール」の ボタンをクリックして編集を終

了する

#7 ウィンドウ右上の をクリックし、「変更を保存しますか」ダイアログボックスが表示さ

れたら をクリックする

▼リストボックスが表示される

これで、Baseの「フォーム」ペインに「DM発送管理フォーム」というフォームが登

録されます。このフォームをダブルクリックすると、次のように1レコードだけの単票

形式フォームが表示されます。「DM発送の予定」欄はリストボックスで値が選べるの

で、入力も楽になります。

保存する（S）

×

デザインモード オン/オフ

完了（F）
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@7 「リストボックスウィザード」ダイアログボックスの「テーブルの選択」画面が表示される

@8 「コントロール」欄でテーブル「DM」を選択する

@9 をクリックする

▼リストボックスウィザードでテーブルを選択する

この画面で、リストボックスで表示するフィールドがあるテーブルを選択します。今

回は、「DM」テーブルの「DM」フィールドを表示したいので、同テーブルを選びます。

#0 「フィールドの選択」画面が表示されるので「DM」を選択する

#1 をクリックする

▼表示するフィールドを選択する

次へ（N）>>

次へ（N）>>
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データベースのデータをもとにしたレポートも、Baseではウィザードを使うことで簡

単に作成できます。レポートはすでにいくつかのデザインが登録されているので、その

中から気に入ったものを選ぶだけで完成します。いったん作成されたレポートは、Writer

の文書ドキュメントと同じように編集も可能です。

レポートウィザードでレポート作成

レポートウィザードは、ダイアログボックスのステップごとに設定していくことでレ

ポートを作成できます。ここでは、今まで取り上げてきた「顧客マスター」テーブルを

もとにレポートを作成します。

q 「データベース」ペインで「レポート」カテゴリをクリックする

w 「タスク」ペインで「ウィザードを使用してレポートを作成...」をクリックする

▼レポートをウィザードで作成する

e 「無題1」という文書ドキュメントと「レポートウィザード」ダイアログボックスが表示さ

れる

r 「レポートウィザード」ダイアログボックスの「1.フィールド選択」画面が表示されたら

「テーブルまたはクエリー（J）」欄で「テーブル：顧客マスター」を選択する
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データをレポートにしようデータをレポートにしよう

w

q

▼完成した入力フォーム

フォーム画面の操作方法

データの入力は、それぞれのフィールドを入力し、 や 、 キーで次

のフィールドへ移動します。フィールドの最後では、入力を終えたレコードを保存し、

次のレコードを表示することになります。また、 ＋ キーでフィールドを

戻ることも可能です。ウィンドウの下部には「フォームナビゲーション」バーが用意さ

れているので、さらに細かいデータベース操作が可能になります。

なお、フォームではその時点でのレコードの位置、並べ替えや検索、フィルタの情報

を記憶することも可能です。フォームを閉じたあと、Baseの ボタンが選択可能

になっている場合は、このボタンをクリックし、保存します。次回起動時に各種の設定

情報が再現されます。

▼フォームナビゲーションの機能
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!0 「3.グループ化」画面が表示される

!1 特に設定せず をクリックする

▼グループ設定を追加する

この画面では、グループ化するフィールドを選ぶことができます。グループ化したフ

ィールドごとに並べ替えたレポートを作成可能です。今回は、特に必要がないので設定

はしません。

!2 「4.並べ替えオプション」画面が表示される

!3 「並べ替え基準（S）」欄で「顧客 ID」を選び、「昇順（D）」にチェックが入っていること

を確認する

!4 をクリックする

▼レコードの並べ替えを設定する

次へ（N）>

次へ（N）>
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t 「使用可能なフィールド」欄で顧客マスターのフィールドを確認、 ボタンをクリック

し「レポートのフィールド」へ登録する

y をクリックする

▼フォームで表示するフィールドを選ぶ

u 「2.ラベル付けフィールド」画面が表示される

i フィールドにラベルを設定する

o をクリックする

▼フィールドのラベルを設定する

この画面では、フィールド名の代りに表示されるラベルの設定を行います。フィール

ド名を分かりやすい名前に置きかえることができます。ここでは、画面のように「ラス

トネーム 姓」など3つの日本語のラベルを付ける設定にしました。

次へ（N）>

次へ（N）>

>>
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▼レポートの名前と作成後の作業を設定

これで、Baseの「レポート」ペインに「DM発送管理レポート」というテンプレート

が登録され、同時に「顧客マスター」テーブルのデータを読み込み、下図のようにレポ

ートが表示されます。しかし、ウィザードで選んだデザインのままだとバランスが悪い

ようです。用紙を縦長に使用したので、表組みの幅が短くなってしまったのと、フィー

ルドのタイプフォーマットに文字数が多く設定されているためです。もう少しバランス

が良くなるようデザインを修正するために、ここは、いったんレポートファイルを終了

します。
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この画面では、レポート上に表示されるレコードの並び替え順を設定します。ここで

は、顧客 IDをソートキーにし、昇順で並ぶように設定しました。

!5 「5.レイアウトの選択」画面が表示される

!6 「データのレイアウト」を「標準」、「方向」を「縦」、「ヘッダーとフッターのレイアウト」

を「標準」に設定する

!7 をクリックする

▼レポートのデザインを設定する

この画面では、レポートのデザインを設定します。「データのレイアウト」「ヘッダー

とフッターのレイアウト」欄では、すでに登録されているデザインから選択します。「方

向」では用紙の使い方を横長か縦長か選択します。なお、ここで設定を行うとバックの

文書ドキュメントにデザインが反映されます。

!8 「6.レポートの作成」画面が表示される

!9 「レポートのタイトル（W）」欄に「DM発送管理レポート」と入力する

@0 他は特に設定せず をクリックする

この画面で、レポートの保存名を指定し、レポート作成後の作業を決めます。「どの

ような種類のレポートを作成しますか。」で、「スタティックなレポート」を選んだ場合

は、常にレポートを作成したその時点のデータが表示されます。「自動レポート」を選

んだ場合は、テンプレートとして保存され、現在のデータ状況を反映したレポートの作

成が可能になります。デフォルトでは、「自動レポート」が選ばれています。今回はそ

のままの設定でテンプレートとして保存します。

完了（F）

次へ（N）>
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▼スタイルを利用してフォントを変更

「Tbl_Recoad_Header」「Tbl_Recoad_Content」「フッタ」のスタイルも同様に変更

します。

t 表組の「名字」「名前」の各欄の幅を狭め、「住所」欄の幅を広く設定する

▼マウスを使って表組の幅を調整する

y Writerの画面に戻ったら をクリックして、 を選んで終了する保存する（S）X
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レポートのデザインを変更する

では、テンプレートのデザインを変更してみましょう。

q Baseの「データベース」ペインで「レポート」カテゴリをクリックする

w 「レポート」ペインにある「DM発送管理レポート」を選び、マウスの右クリックで表示さ

れたメニューで［編集（D）］を選択する

▼レポートテンプレートを編集する

e Writerの画面でテンプレートが表示される

r キーで「スタイルと書式」を呼び出し、テンプレートで使われている「ヘッダ」の

フォントを英数字用フォント、日本語用フォントともに「IPA Pゴシック」に変更します

F11
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データベースをWriterやCalcなどから参照できたり、文章や表計算へデータを挿入

できるのが、オフィススイートの醍醐味です。そのためには、OpenOffice.org誕生から

備わっているデータソース機能を利用します。

Writer、Calcからデータベースを利用する

Writer、Calcからデータベースを参照したい場合は、データソース画面を表示しま

す。データソース画面は次の3つの方法で表示できます。

・「標準」ツールバーの ボタン（ ）をクリックする

・メニューから［表示（V）］→［データソース（D）］を選択する

・ キーを押す

データソース画面が表示されたら、左のエクスプローラでデータベースのテーブルを

表示します。たとえばデータベース「hsql」のテーブル「顧客マスター」を選ぶと次の

ような画面になります。このデータソース画面でデータベース上のデータの更新や追加

も可能なので、Writer、Calcを使用中でも手軽にデータベースを操作できるのは便利じ

ゃないでしょうか。

▼データソース画面の名称

F4

データソース
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データソース機能を使いWriter、Calcと連携データソース機能を使いWriter、Calcと連携

Base画面で、「レポート」ペインにある「DM発送管理レポート」をダブルクリック

すると、次のように新しいデザインでレポートが表示されます。

レポートのテンプレート化

今回レポートウィザードで作成したものは、データベースの内容に変更があれば、そ

れを反映できるようにしたテンプレートです。テーブルのデータを更新してみて、その

データが反映されるかどうか確認してみましょう。「DM発送の予定」欄のデータが更

新されればOKです。

なお、291ページで作成した「DM発送リスト」クエリーを右クリックして表示され

たメニューから、［ビューとして作成（G）］を選ぶと、「テーブル」ペインに新しいテー

ブルビューが登録されます。このテーブルビューをもとにレポートを作成すると、DM

発送の予定を「はい」「いいえ」の日本語で確認できるようになるので、より分かりや

すくなるでしょう。ビューを使ったレポート作成にも挑戦してみてください。
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レポートテンプレートに挿入された日付フィールドが「固定」になっていると日付は更新されませ

ん。レポートを編集し、日付フィールド(グレーの地の部分)をダブルクリックして「フィールドの編

集」表示します。選択欄で固定ではない日付に設定してください。タイトルが表示されない場合も、

タイトルフィールドを編集してください。

レポートテンプレートの日付が更新されないときは

O N E  P O I N T

データソースエクスプローラ レコードバー

データソースバー

現在のテーブル



●Writerの場合
・レコードの挿入

q 現在のテーブルでレコードを選択する（レコードを複数選択する場合は、最初のレコード

を選択後、 キーを押しながら最後のレコードをクリックする）

w ボタンをクリックする

e 「データベースの列の挿入」ダイアログボックスが表示されたら「データベース列」欄で挿

入したいフィールドを順番に選んで ボタンをクリックして右の「表の列」欄へ移動する

r をクリックする

▼ドキュメントへ挿入するレコードのフィールドを選ぶ

「データベースの列の挿入」ダイアログボックスのデフォルトでは、上図のように「表

（A）」が選択されているので、選択レコードを表組みで挿入します。結果は次のように

なります。なお、現在のレコード画面で 部分をマウスでドラッグし、Writerへド

ロップしても同様に、「データベースの列の挿入」ダイアログボックスが表示されます。

OK

>

データからテキストへ

Shift
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データソースバーにあるボタンは、フォームナビゲータと同様のものに加え、次のよ

うな、Writer、Calcとデータベースとの連携に便利なボタンが用意されています。

▼Writer、Calcとデータベースとの連携に便利なボタン

つまりこれらのボタンを利用すれば、データベースのデータをWriter、Calcのドキュ

メントへ挿入したり、差し込み印刷が可能になるわけです。各ボタンの利用方法は次の

とおりです。

データをテキストに挿入

WriterとCalcでは、動作が異なります。Calcの場合が簡単なので先に紹介します。

Writerでは、差し込み印刷に必要なフィールドの挿入などにも対応しています。

●Calcの場合
q 現在のテーブルでレコードを選択する（レコードを複数選択する場合は、最初のレコード

を選択後、 キーを押しながら最後のレコードをクリックする）

w ボタンをクリックする

これで、次のようにCalc上に選択したレコードが、先頭にフィールド名を付けて挿入

されます。なお、現在のテーブル画面で 部分をマウスでドラッグし、Calcへドロッ

プしても同様にレコードが挿入されます。

▼Calcへ挿入されたレコード

データからテキストへ

Shift
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データソース機能を使いWriter、Calcと連携

データからテキストへ エクスプローラオン/オフ

データからフィールドへ 現在のドキュメントのデータベース

差込印刷

e

r



たとえば、「顧客マスター」テーブルの「住所」「ラストネーム 姓」「ファーストネー

ム 名」フィールドを選び、「住所」のあとに改行を入れると、次のように簡単な宛名に

なります。この挿入されたフィールドは、対応するレコードを指定することで内容

を変更したり、差し込み印刷に利用することができます。これらは

、 の各ボタンを使います。

▼Writerへ挿入されたフィールド

・テキストの挿入

q 現在のテーブルでレコードを選択する（今度は2つのレコードを選択してみる）

w ボタンをクリックする

e 「データベースの列の挿入」ダイアログボックスが表示されたら「テキスト（T）」をチェ

ックする

r 編集ボックスには、「フィールドの挿入」で使ったものが残っているので、このまま利用する

t をクリックするOK

データからテキストへ

差込印刷データからフィールドへ
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▼Writerへ挿入されたレコード

・フィールドの挿入

q 現在のテーブルでレコードを選択する（選択するレコードは1つでかまわない）

w ボタンをクリックする

e 「データベースの列の挿入」ダイアログボックスが表示されたら「フィールド」をチェック

する

r 「データベース列」欄で挿入したいフィールドを順番に選び、 ボタンで右の編集ボック

スへ移動する

t をクリックする

▼ドキュメントへ挿入するフィールドを選ぶ

OK

>

データからテキストへ
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▼フィールドの内容を違うレコードに変更する

差し込み印刷

フィールドが挿入されたWriterドキュメントをテンプレートとして保存しておくと、

このボタンを使って差し込み印刷を行えます。 クリック後の操作は、234ペ

ージの「差し込み印刷を実行する」をご覧ください。

現在のドキュメントのデータベース

データベースのテーブルフィールドが挿入されたドキュメントが表示されている場合

に機能するボタンです。それ以外はグレーの色で使用できません。現在のテーブル欄に

どんなデータベースのテーブルが表示されていても、このボタンをクリックすれば、現

在のドキュメントで使用されているデータベースのテーブルを呼び出します。

エクスプローラのオン/オフ
データソース画面の左にあるエクスプローラの表示を制御します。トグルボタンにな

っており、クリックするごとに表示をオン／オフします。

差込印刷
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▼ドキュメントへ挿入するテキストのフィールドを選ぶ

今度は、次のように宛名がテキストとして2つ挿入されます。この機能は、1度しか

使わない宛名ラベルなどに利用できそうです。

▼Writerへ挿入されたテキスト

データをフィールドに挿入

先ほど作成したWriterドキュメントへ挿入されたフィールドを使って、レコード内

容を変更してみましょう。315ページのフィールドが表示された状態で、現在のテーブ

ルで違うレコードを選択してください。その上で ボタンをク

リックすると、次のように選択したレコード内容に変更されます。

データからフィールドへ
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Baseは、様々なデータベースを利用できます。HSQLDB以外の接続例として、Micrsoft Accessを

とりあげます。Windows環境では、Access用のドライバが用意されているので、簡単にBaseに登録

することができます。

q OpenOffice.org（どのアプリケーションでもOK）のメニューから［ファイル（F）］→［新規作成

（N）］→［データベース（B）］を選択する。

w「データベースウィザード」ダイアログボックスが表示されたら、「1.データベースの選択」画面で

「既存のデータベースに接続（X）」をチェックし、データベースの種類に「Micrsoft Access」を選

び、 をクリックする。

▼メニューから「Micrsoft Access」を選ぶ

e「2.Microsoft Access 接続のセットアップ」画面で［ブラウズ（B）］をクリックし、「ファイルを開

く」画面でmdbファイルを直接選択する。「Microsoft Access データベースファイル」欄に登録

されるので、 をクリックする。

▼Accessのmdbファイルを登録する

r［3.保存して続行］画面ではデフォルトのまま をクリックする。「名前を付けて保存」

ダイアログで保存ファイル名を設定し をクリックすれば、Access

データベースが表示される。

あとは、テーブルをクリックし、内容が表示されればOKです。この他、Accessは

データベースの種類でODBCやADOを選んでも登録可能です。

保存（S）

完了（F）

次へ（N）>>

次へ（N）>>

BaseからAccessデータベースに接続

C O L U M N


